






要約: 

1.1 ヵ月児の母乳栄養から混合へは情報不足によるものが多かった。 

2.遵延性黄疸は母乳栄養の継続に障害となっておらず、母乳の一時中止例や治療例もなか

った。 

3.母親の職場復帰、薬剤使用、アルコール、タバコなどで早期に母乳中止となった例はみ

られなかった。 

4.1 歳児の 1/3 以上で母乳、2/3 以上で混合と母乳への依存率が高かった。 

5.病的新生児の母乳栄養率は低く継続期間も短かった。 


